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緑化は、誰でもが手軽に身近で取り組めます。しかし、それが環境面にどう貢献したの

かというのは判然としません。そこで、この章では、自分たちの取り組みがどのくらいＣＯ₂

吸収に貢献したのかを自己評価し、持続的な活動の励みとなるように、あくまでも概算的

な評価方法を示します。 

緑化木は、一般的には、剪定などを行い、樹形を整えるとともに、成長を抑制します。 

このため、森林などのように、自然樹形で、個々の樹種が持っている特性に応じて育つ

場合とは異なり、植栽初期はともかく、一定の成長後には、それぞれの育成環境により、

吸収量は大きく異なってきます。 

そこで、ここでは、現在の大きさから、ＣＯ₂の固定量（貯留量）を算定し、今、生育してい

ることで、どれだけＣＯ₂を固定しているかを概算し示します。樹木は、樹種により成長量が

大きく異なりますので、樹種ごとの特性と育成環境を正確に把握しなければ、正確な数値

を示すのは困難です。その点では、固定量は、あくまでも現在の大きさから測れるので比

較的正確と考えられます。 

また、仮に、ヨーロッパの街並みに見られる緑化木のように、無理な剪定や刈り込みを

行わず、自然樹形で伸び伸びと育成できる環境で育てることができるのであれば、どの程

度、ＣＯ₂吸収に貢献するのかを後段で示します。 
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○職場や家庭で計算！緑化木の CO２固定（貯留）量はどのくらい？ 

緑化の取り組みによって樹木がどの程度二酸化炭素（CO2）を吸収固定するか、概数として計算する

方法を記載します。 

計算は、どなたでも簡単に自己評価できるよう、長野県のホームページ（林務部森林づくり推進課

http://www.pref.nagano.jp/rinmu/shinrin/kashokai.htm）で紹介する予定です。 

この計算で、身近な‘みどり’の働きを考えていただければ幸いです。 

なお、以下の事項に注意してください。 

☆注意事項 

 この計算は、あくまでも概数です！ 
 計算値は、１本当りの固定（貯留）量（kg-CO2）です！ 
 個人、またはご家庭で CO2削減、CO2吸収の自己評価として利用してください！ 
 

 

V.1

高さ 18 ｍ 高さ 1 ｍ

直径 24 ｃｍ 直径 2 ｃｍ

CO2固定量 255 kg/本 CO2固定量 1 kg/本

【入力の注意事項】

○高さの入力・・・樹高（地面から木の先端まで長さ）を1ｍ単位で入力してください＾＾

   樹高4.0ｍ未満の木は参考値となります。樹高4.0ｍ未満の場合は0.5ｍ単位で入力してください。

○直径の入力・・・胸の高さ（地面から1.2ｍ）を入力してください。2ｃｍ単位でお願いします＾＾

   樹高が1.5ｍ以下の場合は根元直径を入力してください。

緑化の取り組みをＣＯ₂吸収量で自己評価

針葉樹 広葉樹

この木はどのくらいＣＯ₂を固定してるの？

針葉樹 広葉樹

 

図 4-1-1 身近なみどりの自己評価―CO2吸収量計算表示、入力画面（予定） 

44--11--11  身身近近ななみみどどりりのの自自己己評評価価

44--１１職職場場やや家家庭庭でで計計算算！！緑緑化化木木のの CCOO２２固固定定（（貯貯留留））  量量

ははどどののくくららいい？？                                                
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スタート

対象の木は
針葉樹？広葉樹？

針葉樹 広葉樹

木の高さ（樹高）
木の太さ（直径）
を測ります

入力

高さ 18 ｍ

直径 24 ｃｍ

CO2固定量 255 kg/本

針葉樹

針葉樹

高さ 15 ｍ

直径 24 ｃｍ

CO2固定量 352 kg/本

広葉樹

広葉樹

 

 

 計算方法は、針葉樹と広葉樹に区分 
 

 

 針葉樹 or 広葉樹 
 樹高（1ｍ単位、4ｍ以下は 0.5ｍ単位） 
  樹高は地際から梢まで。ただし、樹高は 25ｍまで。 

 直径（2cm 単位） 
  直径は胸の高さ（1.2ｍ）を標準とします。1.2ｍ以下の樹木は根元の太さを調べてください。 

  直径は、幹周り（円周）の長さを測り、3.14（π）で除した値が直径です。 

ただし、直径は 54cm まで。 

 入力 
  該当するタイプ（針葉樹・広葉樹）の入力画面（下の図）に上記の単位で入力してください。 

高さ 18 ｍ 高さ 15 ｍ

直径 24 ｃｍ 直径 24 ｃｍ

針葉樹 広葉樹

針葉樹 広葉樹

木の高さ
をここに
入力 木の太さ

（直径）を
ここに入力

 

計算式は針葉樹と広葉樹の 2 タイプ

計算の流れ 

44--11--22  計計算算方方法法

必要な入力項目（事前に調べること）
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 すべての入力項目を入力すると同時に、表中の下段に CO2固定（貯留）量が表示（赤字）されます。 
 値は整数です。 
 単位は 1 本当りの kg-CO2です。 

高さ 18 ｍ 高さ 15 ｍ

直径 24 ｃｍ 直径 24 ｃｍ

CO2固定量 255 kg/本 CO2固定量 352 kg/本

針葉樹 広葉樹

針葉樹 広葉樹

ここに計算
結果が表示
されます

ここに計算
結果が表示
されます

 

 

 単位は 1 本当りの kg-CO2/年です。複数の樹木、例えば主だった庭木 2 本の CO2固定量を計算する
場合は、各々計算して、加算してください。 

高さ 18 ｍ 高さ 15 ｍ

直径 24 ｃｍ 直径 24 ｃｍ

CO2固定量 255 kg/本 CO2固定量 352 kg/本

針葉樹 広葉樹

針葉樹 広葉樹

＋ ＝ 607kg-CO2

 
 

 

 樹高、直径入力で、幹材積（嶺一三先生の針葉樹・広葉樹幹材積表全国共通）を検索 
 CO2係数を掛けて⇒CO2吸収量 
 針葉樹 CO2係数は、カラマツ、ヒノキ、アカマツ、スギ（表・裏）の算術平均 
 広葉樹 CO2係数は、その他広葉樹（ナラ類と同じ） 
 樹幹のみ（根や葉の蓄積量は計算していません） 
 

 

 

 

 

複数の木を調べるとき 

計算結果 

計算内容と計算根拠 
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○職場や家庭で計算！緑化木の CO２吸収量はどのくらい？(自然樹形で育成している場合) 

二酸化炭素の固定量とは別に、緑化の取組みによって樹木がどの程度二酸化炭素（CO2）を吸収する

か、概数として計算する方法を記載します。 

なお、この計算はまだ学術的に検証されていません。参考として記載します。以下の事項に注意し

てください。 

☆注意事項 

 この計算は、あくまでも概数です！ 
 計算値は、１本当りの吸収量（kg-CO2/年）です！ 
 

 

自然樹形の針葉樹 　自然樹形の針葉樹
（20年生まで） 　　（21年生以上）

高さ 15 ｍ 高さ 15 ｍ

直径 20 ｃｍ 直径 20 ｃｍ

林齢 20 年 林齢 70 年

CO2吸収量 14 kg/本 CO2吸収量 8 kg/本

【入力の注意事項】

○高さの入力・・・樹高（地面から木の先端まで長さ）を1ｍ単位で入力してください＾＾

   樹高4.0ｍ未満の木は参考値となります。樹高4.0ｍ未満の場合は0.5ｍ単位で入力してください。

○直径の入力・・・胸の高さ（地面から1.2ｍ）を入力してください。2ｃｍ単位でお願いします＾＾

   樹高が1.5ｍ以下の場合は根元直径を入力してください。

○林齢の入力・・・木の年（林齢といいます）を入力してください＾＾

緑化の取り組みをＣＯ₂吸収量で自己評価

20年生までの針葉樹 21年生以上の針葉樹

 
図 4-2-1 身近なみどりの自己評価―CO2吸収量計算表示、入力画面（参考） 

 

44--22  緑緑化化木木のの CCOO２２吸吸収収量量ははどどののくくららいい？？                  

44--22--11  CCOO22吸吸収収量量をを自自己己評評価価
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スタート

対象の木は
針葉樹？広葉樹？

木は年齢は？
（林齢といいます）

針葉樹 広葉樹

剪定は？ 剪定は？

自然樹形 剪定樹形自然樹形 剪定樹形

木は年齢は？
（林齢といいます）

木は年齢は？
（林齢といいます）

木は年齢は？
（林齢といいます）

20年生以下 21年生以上 20年生以下 21年生以上 20年生以下 21年生以上 20年生以下 21年生以上

自然樹形の針葉樹 自然樹形の針葉樹
（20年生まで） （21年生以上）

高さ 15 ｍ 高さ 15 ｍ

直径 20 ｃｍ 直径 20 ｃｍ

林齢 20 年 林齢 40 年

20年生までの針葉樹 21年生以上の針葉樹

 剪定を実施した針葉樹 　　剪定を実施した針葉樹
　（20年生まで） （21年生以上）

高さ 10 ｍ 高さ 15 ｍ

直径 12 ｃｍ 直径 20 ｃｍ

林齢 10 年 林齢 21 年

20年生までの針葉樹 21年生以上の針葉樹

自然樹形の広葉樹 自然樹形の広葉樹
（20年生まで） （21年生以上）

高さ 10 ｍ 高さ 10 ｍ

直径 15 ｃｍ 直径 15 ｃｍ

林齢 20 年 林齢 100 年

20年生までの広葉樹 21年生以上の広葉樹

　剪定を実施した広葉樹 　　剪定を実施した広葉樹
（20年生まで） （21年生以上）

高さ 13 ｍ 高さ 13 ｍ

直径 15 ｃｍ 直径 15 ｃｍ

林齢 20 年 林齢 21 年

20年生までの広葉樹 21年生以上の広葉樹

木の高さ（樹高）
木の太さ（直径）
を測ります

入力

 
 

 

 計算方法は、針葉樹と広葉樹に区分 
 針葉樹計算は、20 年生以下と 21 年生以上に区分・・・自然樹形、剪定樹形 
 広葉樹計算も、20 年生以下と 21 年生以上に区分・・・自然樹形、剪定樹形 

 
自然樹形の針葉樹 自然樹形の針葉樹 剪定を実施した針葉樹 剪定を実施した針葉樹
（20年生まで） （21年生以上） （20年生まで） （21年生以上）

自然樹形の広葉樹 自然樹形の広葉   　　剪定を実施した広葉樹 剪定を実施した広葉樹
（20年生まで） （21年生以上） （20年生まで） （21年生以上）

 

計算式は４タイプ 

計算の流れ 

44--22--22  計計算算方方法法
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 針葉樹 or 広葉樹 
 林齢 20 年生以下 or 林齢 21 年生以上・・・（林齢 1 年単位） 
林齢は樹木の年齢をいい、何時ごろ植えられたか？言い伝えでは何年か？などを調べます。 

 樹高（1ｍ単位、4ｍ以下は 0.5ｍ単位） 
  樹高は地際から梢まで。 

  ただし、樹高は 25ｍまで。 

 直径（2cm 単位） 
  直径は胸の高さ（1.2ｍ）を標準とします。1.2ｍ以下の樹木は根元の太さを調べてください。 

  直径は、幹周り（円周）の長さを測り、3.14（π）で除した値が直径です。 

ただし、直径は 54cm まで。 

 入力 
  該当するタイプ（針葉樹・広葉樹、林齢）の入力画面（下図）に上記の単位で入力してください。 

高さ 4 ｍ 高さ 5 ｍ

直径 20 ｃｍ 直径 15 ｃｍ

林齢 20 年 林齢 50 年

20年生までの広葉樹 21年生以上の広葉樹

高さ 15 ｍ 高さ 15 ｍ

直径 20 ｃｍ 直径 20 ｃｍ

林齢 20 年 林齢 70 年

20年生までの針葉樹 21年生以上の針葉樹

林齢
ここに入力

直径
ここに入力

樹高（高さ）
ここに入力

高さ 15 ｍ 高さ 15 ｍ

直径 20 ｃｍ 直径 20 ｃｍ

林齢 20 年 林齢 70 年

20年生までの針葉樹 21年生以上の針葉樹

林齢
ここに入力

直径
ここに入力

樹高（高さ）
ここに入力

 

 

 

 すべての入力項目を入力すると同時に、表中の下段に CO2吸収量が表示（赤字）されます。 
 値は整数です。 
 単位は 1 本当りの kg-CO2/年です。 

自然樹形の広葉樹
（20年生まで）

高さ 10 ｍ

直径 15 ｃｍ

林齢 20 年

CO2吸収量 8 kg/本

20年生までの広葉樹

自然樹形の広葉樹
（21年生以上）

高さ 10 ｍ

直径 15 ｃｍ

林齢 30 年

CO2吸収量 6 kg/本

21年生以上の広葉樹

計算結果 計算結果

計算結果 

必要な入力項目（事前に調べること）
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 単位は 1 本当りの kg-CO2/年です。複数の樹木、例えば主だった庭木 3 本の CO2吸収量を計算する
場合は、各々計算して、加算してください。 

　自然樹形の針葉樹
　　（21年生以上）

高さ 15 ｍ

直径 18 ｃｍ

林齢 40 年

CO2吸収量 7 kg/本

21年生以上の針葉樹

剪定を実施した針葉樹

（21年生以上）

高さ 15 ｍ

直径 40 ｃｍ

林齢 80 年

CO2吸収量 24 kg/本

21年生以上の針葉樹

＋ ＋

剪定を実施した広葉樹

（21年生以上）

高さ 5 ｍ

直径 15 ｃｍ

林齢 50 年

CO2吸収量 5 kg/本

21年生以上の広葉樹

＝ 36kg-CO2/年

 
 

 

 樹高、直径入力で、幹材積（嶺一三先生の針葉樹・広葉樹幹材積表全国共通）を検索 
 林齢入力で、CO2吸収量の減衰率を計算 
 20 年生以下は、直線回帰（生物の初期成長量は時間に比例） 
 21 年生以上は、指数関数的に減衰するので、既存の CO2吸収量計算から 20 年生を 1 として、該当
年（入力年）の減数比率を計算 

 該当年と 1 年前（Yr-1）の差を成長量として計算 
 CO2係数を掛けて⇒CO2吸収量 
 剪定樹形は、係数の BEF（バイオマス係数）を控除 
 針葉樹の CO2減数率計算は、カラマツ、ヒノキ、アカマツ、スギ（表・裏）の地位Ⅲの CO2吸収量
の算術平均値 

 広葉樹の CO2減数率計算は、ナラ類（地位Ⅰ）とブナの CO2吸収量の算術平均 
 針葉樹 CO2係数は、カラマツ、ヒノキ、アカマツ、スギ（表・裏）の算術平均 
 広葉樹 CO2係数は、その他広葉樹（ナラ類と同じ） 
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図 4-2-2 CO2計算に用いた CO2吸収量の増加（20 年以下）と減数（21 年以上） 

 

複数の木を調べるとき 

計算内容と計算根拠 



第四章 緑化の取り組みをＣＯ₂吸収量で自己評価 

   

     居住地の緑化ガイドライン - 71 -   

 

【～コラム～】 
光合成と呼吸 

 

生物が二酸化炭素から炭水化物などの有機物を合成する働きを炭酸同化といいます。紙などを燃

やしたときに出る二酸化炭素からグルコースのような有機物が合成されるわけなので、炭酸同化は

たくさんのエネルギーを必要とします。このエネルギーをどのように調達するかによって、炭酸同

化はさらに光合成と化学合成に分類されています。 

光合成は、光のエネルギーを用いて、二酸化炭素と水から炭水化物をつくり、酸素を放出する反

応ですが、実際にはさまざまな光の強さ、温度、二酸化炭素濃度などのもとで植物は生育しており、

光合成の進行はこれらの環境条件の影響を受けています。 

一般的な光合成の反応式は以下のように表すことができます。 

6CO2 + 12H20 ＋光エネルギー → C6H12O6 + 6H20 + 6O2 

一方、呼吸基質の分解に酸素（O2）を使うものを好気呼吸といい、呼吸基質の分解に酸素（O2）を

使わないものを嫌気呼吸といいます。一般的な好気呼吸の反応式は光合成の反応式の逆で、呼吸の

場合は光合成光のエネルギーの代わりに 38ATP（アデノシン三燐酸）が使われます。 

一般的な好気呼吸の反応式は、以下のように表すことができます。 

C6H12O6 + 6O2 + 6H20 → 6CO2 + 12H20 ＋38ATP 

ここでは「C6H1206」を‘炭水化物’と表現し、原子量を H＝1、C＝12、0＝16、C6H1206=180ｇ（1mol）、

6CO2=264ｇ（6mol）、6O2=192ｇ（6mol）としたとき、炭水化物 180ｇを合成するのに使われる二酸化

炭素（CO2）は 264ｇ、放出される酸素（O2）は 192ｇとなり、二酸化炭素（CO2）は酸素（O2）の 1.38

倍使われます。 

一方、呼吸によって 180ｇの炭水化物が完全に分解されるときに消費される酸素（O2）は 192ｇ、

排出される二酸化炭素（CO2）は 264ｇとなり、光合成のときと逆の結果となります。 

 植物の場合、光合成で炭水化物を合成するので、呼吸によって排出される二酸化炭素と、吸収さ

れる酸素の体積比（呼吸商：RQ,モル比）は 1.0 となります。 

1.0
6O

6CO
O

CO
RQ

2

2

2

2 ＝＝
の体積比（モル数）吸収された

の体積比（モル数）排出された
炭水化物： =  

しかし、光合成は、葉の葉緑体内のストロマでデンプン‘（C6H1005）ｎ’になり、スクロースとな

って師管を通じて植物体内の各部へ運ばれ、呼吸基質として使われたり、樹木では木材の主要組成

であるセルロース、ヘミセルロース、リグニンなどとして合成されます。全て二酸化炭素を出発点

とする合成物質で、炭素（C）が固定されることになります。 
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初夏のブナ林（小谷戸土） 
 
 
 
 
 
 

 
秋のブナ林（小谷戸土） 


